
福岡市保健福祉審議会 
第６回高齢者保健福祉専門分科会議事次第 

 

日 時 平成 24 年１月 17 日(火)15：00～ 

場 所 あいれふ１０階 講堂 

 

 

Ⅰ 開 会 

 

Ⅱ 議 事 

 

１ 福岡市高齢者保健福祉計画（答申案）について 

 

Ⅲ 閉 会 

 

 



 氏  名 団体名・役職等

青　木　　　武 福岡市自治協議会等７区会長会

阿　部　正　剛 福岡市議会議員

石　田　重　森 福岡大学

井　上　昭　義 被保険者代表（公募）

岩　城　和　代 岩城法律事務所

内　田　秀　俊 認知症の人と家族の会福岡県支部

浦　田　　　裕 西日本新聞社論説委員会

大　木　麻美子 福岡市老人福祉施設協議会

小　山　寿美子 福岡県社会福祉士会

川　口　秀　子 福岡県介護福祉士会

古　賀　清　惠 ＮＰＯ笑顔

佐　藤　芙美子 被保険者代表（公募）

柴　口　里　則 福岡県介護支援専門員協会

下　郡　貴美恵 被保険者代表（公募）

白　津　陽　一 被保険者代表（公募）

高　山　博　光 福岡市議会議員

竹之内　徳　盛 福岡市老人クラブ連合会

田　代　多恵子 福岡県看護協会

手　塚　裕　一 (社)福岡県高齢者能力活用センター

長　柄　　　均 福岡市医師会

鳩　野　洋　子 九州大学

浜　崎　太　郎 福岡市議会議員

廣津留　珙　子 福岡市介護保険事業者協議会

松　尾　龍　人 福岡市民生委員児童委員協議会

松　田　潤　嗣 福岡市社会福祉協議会

福岡市保健福祉審議会高齢者保健福祉専門分科会委員名簿

（敬称略・50音別）



 
 
 
 

 
 

 
 
 
                                  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別冊資料１  福岡市高齢者保健福祉計画 （答申案） 
 
別冊資料２  福岡市高齢者保健福祉計画（案）に対するパブリック・コメントの 

市民意見要旨と意見への対応 
 
別冊資料３  介護支援ボランティア事業について 
 

 

福岡市保健福祉審議会 
平成 23 年度第６回高齢者保健福祉専門分科会資料

・・・Ｐ １ 

資料２ 福岡市高齢者保健福祉計画の答申文書（案）について 

資料１ 福岡市高齢者保健福祉計画（案）の修正等について 

・・・Ｐ ５ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福岡市高齢者保健福祉計画（案）の修正等について 

資料１ 
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 福岡市高齢者保健福祉計画（案）の修正等 

 
 
 
 
 
 
 
 

修正前（計画案） 修正後（答申案） 

P5 

 （人口推計の補正） 

 

P5 

  平成２３年９月末現在の住民基本台帳及び

外国人登録人口を基準に平成２４年度以降の

人口推計を補正 

 

P23,55 

また，自治会・町内会等の地域組織や民生

委員などが連携した地域の特性に応じたネッ

トワークを形成するための支援に努めます。 

P23,55 

また，自治会・町内会等の地域組織や民生

委員などが連携した地域の特性に応じたネッ

トワークを形成するための支援や，災害時要

援護者の避難体制の整備に努めます。 

P25 

 ４．福岡型地域包括ケアシステムの構築 

 

地域で生活する市民の中でも，要介護度が

重度の市民が在宅で安心して生活するために

は，医療サービスも含めて，複数のサービス

を適切に組み合わせて提供していく支援が必

要です。 

福岡市では，各区保健福祉センターが中心と

なり，市民のニーズに応じた保健・医療・介

護・福祉サービスを適切にコーディネートす

るため，要介護者をケアマネジメントするケ

アマネジャー，ケアマネジャーを包括的・継

続的に支援する地域包括支援センター（いき

いきセンターふくおか），医療機関等の関係

者と連携して福岡型地域包括ケアシステムの

構築に取り組みます。 

P25 

 ４．地域包括ケアの推進 

 

 要介護度が重度になっても在宅で安心して

生活するためには，医療サービスも含めて，

保健福祉に関する複数のサービスを適切に組

み合わせた支援が必要です。 

福岡市では，市民のニーズに応じた保健・

医療・福祉サービス等を適切にコーディネー

トするため，福岡型地域包括ケアシステムの

構築に取り組みます。 

構築にあたっては，各区保健福祉センター

が中心となって，地域包括支援センター（い

きいきセンターふくおか）や，医療機関，居

宅介護支援事業所等の関係者と，十分な連携

を図ります。 
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修正前（計画案） 修正後（答申案） 

 P29，37 介護支援ボランティア事業の追加 

 

○ 高齢者が，社会参加，地域貢献を行いな

がら，自らの健康増進，介護予防を促進で

きるよう，介護保険施設等におけるボラン

ティア活動を奨励，支援する介護支援ボラ

ンティア事業の実施に向けて取り組みま

す。 

 

P58 

災害時には，自力で避難することや情報を

得ることが困難な要援護者が，安全かつ迅速

に避難できるよう，地域住民による避難支援

体制や，福祉施設との連携による福祉避難所

の設置など，災害時要援護者の避難支援体制

を支援する必要があります。 

P58 

災害時には，自力で避難することや情報を

得ることが困難な要援護者が，安全かつ迅速

に避難できるよう，地域住民による避難支援

体制や，福祉施設との連携による福祉避難所

の設置及び必要な福祉サービスの提供など，

災害時要援護者の避難支援体制を支援する必

要があります。 

P64 

（人口推計の補正による要介護認定者数の

推計の補正） 

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

要支援１ 8,470 8,790 9,100

要支援２ 7,340 7,630 7,930

要介護１ 10,310 10,780 11,250

要介護２ 8,320 8,720 9,120

要介護３ 6,680 7,020 7,350

要介護４ 5,670 5,960 6,260

要介護５ 5,190 5,450 5,720

合計 51,980 54,350 56,730

認定率 19.8% 19.7% 19.7%

 

P64 

 

 

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

要支援１ 8,470 8,790 9,110

要支援２ 7,340 7,630 7,930

要介護１ 10,280 10,760 11,240

要介護２ 8,290 8,700 9,110

要介護３ 6,650 6,990 7,340

要介護４ 5,630 5,940 6,240

要介護５ 5,160 5,430 5,710

合計 51,820 54,240 56,680

認定率 19.7% 19.7% 19.6%
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修正前（計画案） 修正後（答申案） 

P67～69，73 

（要介護認定者数の推計の補正による介護

サービスの必要量の補正） 

 

P67～69，73 

 P67 を全部差替え 

 P68，69 は下線部修正 

 P73 は認知症対応型通所介護サービス必要

量を修正 

 

P71 

（日常生活圏域ごとの概況を平成２３年９

月末現在の数値に更新） 

 

P71 

P71 を全部差替え 

P75 

（平成２５年度の介護老人福祉施設の整備

目標量の補正） 

 

区分 H24 H25 H26 

介護老人福祉施設 4,400 人分 4,750人分 5,100人分

介護老人保健施設 2,610 人分 2,610人分 2,610人分 

P75 

 

 

 

区分 H24 H25 H26 

介護老人福祉施設 4,400 人分 4,800 人分 5,100人分

介護老人保健施設 2,610 人分 2,610 人分 2,610人分 

P76 

 （離島の現況を平成２３年９月末現在に更

新） 

 

P76 

 平成２３年９月末現在で下線部修正 

  

P81 

 （要介護認定者数の推計の補正による地域

支援事業の量の見込みの補正） 

 

P81 

 下線部修正 
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修正前（計画案） 修正後（答申案） 

P90 

（第５期計画期間における保険給付費等の

見込みの補正） 

 

 現在，国において介護報酬改定の検討が行

われていますが，報酬改定率が２．５％と仮

定して試算すると，次のとおりの費用が見込

まれます。 

 支出区分 第５期計画 第４期計画 

保険給付費 ２,４２７億円程度 １,９６２億円

地域支援事業費 ７３億円程度 ５５億円

 ２,５００億円程度 ２,０１７億円

 

 

 

◎第１号被保険者（６５歳以上の方）で負担

すべき経費（３か年間）５２５億円程度（介

護報酬の改定等により変動します。） 

P90 

  

 

 

 

 

 

 

 支出区分 第５期計画 第４期計画 

保険給付費 ２,４３１億円程度 １,９６２億円

地域支援事業費 ６３億円程度 ５５億円

 ２,４９４億円程度 ２,０１７億円

※ 報酬改定（1.2％）と地域加算割合の見直し

（6％→10％）により算定。 

 

◎第１号被保険者（６５歳以上の方）で負担

すべき経費（３か年間）５２４億円程度 

P92 

 （人口推計の補正による第５期平均対象者

の補正） 

P92 

 下線部修正 

  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 福岡市高齢者保健福祉計画の答申文書（案）について

資料２ 



（案） 
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保 福 審 第 ○ ○ 号 

平成２４年１月○○日 

 

 

福岡市長 髙島 宗一郎 様 

 

 

福岡市保健福祉審議会 

委員長 石 田  重 森 

 

 

 

「福岡市高齢者保健福祉計画」（平成２４年度～平成２６年度） 

の策定について（答申） 

 

 

平成 23 年６月２日付保推第 251 号により諮問のあった標記の件について，本審議会は

高齢者保健福祉専門分科会で慎重に審議を重ねた結果，別紙のとおり意見を付すととも

に，別添のとおり答申します。 

福岡市においては，この答申を踏まえ，「高齢者一人ひとりが，生きがいを持ち尊厳を

保ちながら住み慣れた地域で自立した生活を安心して続けることができる地域社会の形

成」を着実に推進されるよう切に希望します。 
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【別紙】附帯意見（案） 

 

 

○ 福岡市においては，国の方針を踏まえ，特別養護老人ホームのユニット型個

室の整備が進められている。居室の個室化は，プライバシーの確保の点での利

点はあるものの，低所得者の居住費の負担能力の問題や，入所者の状況によっ

ては，人の気配を感じられることが良い場合など，入所者処遇上の課題もある

ことから，多床室の必要性について国へ要望されたい。 

 

 

○ 介護療養型医療施設については，国において平成２９年度末で廃止が予定さ

れているが，高齢者の要介護度の重度化が進み，医療ニーズの高い施設入所者

の増加が予測されることから，必要な措置について国へ要望されたい。 
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